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根も造影されなか っ た . 本症例は f ail e d b a ck s u r -

g e r y s y n d r o m e で あり, 難治性の 痔痛に硬膜外腔

の 線維化 によ る癒着の 関与が考えられ た. 治療方

針と して は, エ ビ ドラ ス コ ピ
ー

によ る癒着剥離,

ま たは脊髄電気刺激療法が考えられる . 特に脊髄

電気刺激療法は , 80
- 9 0 % の 症例で有効で あり,

期待で きる治療法 であ る .

13　ペインクリニック診療中に発症した感染2例

傳田定平・今井教雄・清水美弥子

北原泰・国分誠一郎・佐久間一弘
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新潟市民病院麻酔科

〔症例1〕 41 歳, 女性. 左肩か ら前胸部の 帯状庖

疹痛に対 して C 7/ T l より硬膜 外カ テ
ー

テ ル 留置

後 3 日目に硬膜外感染を疑 い カ テ ー テ ル を抜去 し

抗生剤投与し, 14 日目に症状消失 した .

〔症例 2〕5 1 歳, 女性. 腰か ら下肢にか けて の痛

み に対して 手術室 に て透視下 , 右 S l 神経根ブ ロ

ッ ク施行 した翌 日の夜, 熱発, ブ ロ ッ ク針刺入部

の腫脹 , 痔痛出現 . 抗生剤投与によりブ ロ ッ ク施

行 7 日目に症状軽減した . 今回の 感染原因の検索

か ら, 従来の 感染対策に加え, 神経ブロ ッ ク に際

して の 感染予防と して ,

1 . 術前日の 入浴 , シ ャ ワ
ー

励行 .

2 . 手洗い , 速乾性手指消毒薬擦り込み後滅菌手

袋着用 .

3 . 帽子, マ ス ク ､ (場合に よ っ て は滅菌ガ ウ ン)

の 着用 .

4 . ブ ロ ッ ク手技の 熟練 ( 時間を要せ ば抗生剤の

投与) .

5 . カ テ ー テ ル刺入部 は滅菌ガ ー ゼ で匂交 , 乾燥

維持を行 っ て い る .

1 4　脊椎麻酔が関与していると考えられる殿部難
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〔症例〕53 歳女性, 1 53 c m 49k g , 主婦. H 14 年 5

月, 近医産婦人科にて 子宮崩腫 に対 し, 脊椎麻酔

下 に単純子宮全摘を受 けた . 術後 8 日目より, 仙

骨部より両下肢へ 放散する どリ ビリする自発痛を

自覚するも退院. H 15 年 2 月 , 当院神経内科 を受

診され当科 を紹介受診されるまで , 鎮痛薬の 投与

は なく, 仙骨部の 症状も不変で あ っ た . 初診時,

痛み の ため に坐位は 5 分 が限界, 家事が でき ない ,

不眠 , 思考鈍麻などを訴えられた . 下位腰椎より

殿部の C T に異常所見 は なか っ た . 術後数日を経

て症状 が出現 した こ と, 腺朕直腸障害や 下肢 の運

動麻痔を伴わない こ と , C T に異常所見 を認 め な

い こ と か らt r a n si e n t n e u r ol o gi c sy m p t o m s ( T N S)

と診断した .
三環系抗うつ 薬, 漢方薬, N S A I D s

の 内服, イオ ン トフ ォ レ
- シ ス

, 痛み 日記 によ っ

て症状の 軽減 がみ られ, V A S は 5 と なり現在も治

療中で ある .

脊椎麻酔 の 合併症 と して T N S を認識 し, 脊椎

麻酔施行時に は T N S を起 こ さな い 工 夫が 必要で

あ る . T N S の症状に対 し, 必要なら N S AI D s など

を投与する べ きであ る .
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当院の 2 0 02 年度
一

年間の フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ

及び モ ル ヒネ の 使用現況の 検索を行 っ た .
モ ル ヒ

ネ及び フ ェ ン タ ニ ル パ ッ チ の 総投与量 は 1 2 83 g

及 び 1 5 .3 g で , フ ェ ン タ
ニ ル パ ッ チ は全麻薬投与

量 の 30 % を占めた .
モ ル ヒネ及び フ ェ ン タ ニ ル

パ ッ チ 投与量 の 入 院対 外来比 は 各々 6 8 . 6 % :

31 .4 % , 72 .8 % : 2 7 .2 % で, フ ェ ンタ ニ ル パ ッ チ


